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1.はじめに

コミュニケーションの基本は､何かを共有することであると考えられるが､

その ｢何か｣とは､情報であったり感情であったりするであろう｡｢あいさつ｣

はとくに感情の共有であり､相手と向き合うという意味で､コミュニケーショ

ンでは大切な役割を果たしている｡ある意味で情報の共有よりも難しく､それ

だけ大切な行動である｡とくに新情報の交換はなくても､交感的機能 (phatic

expression)として日常生活では欠かせないものである｡

したがって､当然､どの文化にもあいさつの習慣とあいさつ言葉が存在する

が,そのヴァリエーションや使用頻度､相手がだれであるか､などには違いが

あるはずである｡本稿では､アメリカの中学生に行ったあいさつに関するアン

ケートの一部を紹介 ･分析することにより､英語での日常的なあいさつについ

て考察する.

2.アンケートについて

たとえば､｢おはよう｣は､辞書的には Goodmorning.であるが､はたし

てアメリカの中学生の朝のあいさつのその頻度と使われ方の種類は､どのよう

なものであろうか｡なお､日本語の ｢おはよう｣は肉親に使うが､｢おはよう

ございます｣はまず肉親には使用できない｡英語の Goodmorning.はそん

な使い分けはしていないので､英語は身内かどうかで使用を変えるのではなく
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て､むしろ場面や心理状態などでヴァリエーションを使っていると言えそうで

ある｡本稿では､アメリカの中学生に行ったアンケートの中から､(1)おはよ

う､(2)いただきます､(3)ごちそうさま､(4)行ってまいります､(5)ただい

ま､(6)お店に入るときに何か言うかどうか､(7)お店からでるときに何かい

うかどうか､の7項目を取り上げて､その報告と考察を行う｡アンケートの対

象の人数はアメリカの中学生の7年生 (12-13才)の44人､そのうち男子が

13人､女子が31人であり､すべて英語を母語として使用している｡アンケー

トの実施時期は1997年､場所はミシガン州イースト･ランシング市の East

LansingMiddleSchoolである｡

なお､種々の項目についてアンケートを行っているが､本稿で取り上げたの

は､上記の7項目であり､実際には以下のような問いで､実際の行動を尋ねた｡

(1)おはよう

Whenyougetupinthemorning,doyousayhellotoyourparent(S),

yourbrother(S)Orsister(S)?If…yes,''whatdoyousay?

(2)いただきます

Beforeyoustarteatingyourbreakfast,doyouhaveyourfavorite

expression(S)tosay,ordoyousaynothing?

(3)ごちそうさま

Afteryoufinisheatingyourbreakfast,doyouhavefavorite

expression(S)tosay,ordoyousaynothing?

(4)いってまいります

Whenyouleaveyourhouseforschoolinthemorning,doyouhave

yourfixedexpression(S)tosaytoyourparents?

(5)ただいま

Whenyoucomehomefromsch∝)1,doyousayhellotoyourparent(S)?

If"yes,"whatdoyousay?
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(6)お店に入るとき何か言うかどうか

Doyousayhellotoaclerkatashopwhenyouenterastore? If

yes,"whatdoyousay?

(7)お店から出るときに何か言うかどうか

Doyousayanythingtoacletkatashopwhenyougetoutofastore?

If`̀yes,〟whatdoyousay?

3.結果と考察

44人にアンケートを行ったが､空欄があった場合は44人より少ない合計数

になっている項目がある｡なお,以下の項目で､()の中の数字は人数を表し

ている｡

3.1｢おはよう｣について

アンケートの結果は以下の通りである｡

男子:

･Goodmorning.(4)

･Morning.(1)

･Goodmorning,mom.(1)

･Hi.(1)

･Hi,mom.Hidad.(1)

･Hello.(2)

･Hello,mom.(1)

･Saynothing.(2)



女子 :

･Goodmorning!(6)

･Goodmorning,mom!Getup!(tomybrother)(1)

･Hi!(8)

･Hello.(1)

･Hi,mom,hidad.(2)

･Hi,mommy.(1)

･Hi,whatisforbreakfast?(1)

･Wh enmymomwakesmeupIjustgrumble.butwhenrm

moreawakeanddressedIsay"Hi."(1)

･Hi!Goodmorning.(2)

･Saynothing.(8)

44人のうち､あいさつをすると答えた人は34人 (77.3%)であり､

morningを含んだあいさつ (-Morningタイプ､Morning,Goodmorning,

Goodmorning,mom など)と,Hiを含んだあいさつ (=Hiタイプ､hello

も含む)の二つに大きく分けることができる｡男子は､Morningタイプが6

人､Hiタイプが5人で､ほぼ同じであるが､全体としては34例中､Morning

タイプは13､Hiタイプは19で､Morningを使わないタイプがやや多いよう

である｡だたし､なお､Hi!Goodmorning.と答えた女子が2人いる｡印象

としては､女子は Hiタイプをやや好むようであるが､全体としてはどちらの

タイプもほぼ同じように用いられていると考えて良さそうである｡なお､

mom (あるいは mommy)や dadを最後に付けている例が6例あり､いわ

ゆる親族用語や名前を付加することが多いのは英語の特徴である｡
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3.2｢いただきます｣について

アンケートの結果は以下の通りである｡

男子 :

･Whatarewegoingtoeatforbreakfast?(1)

･Saynothing.(12)

女子 :

･Thankyou.(1)

･Thanks.(1)

･Ithankmymomjorfixingit.(1)

･Iloveya,mom!(1)

･Whatistheretoeat?(1)

･Ⅰ'mtired.(1)

･Icometothetableandsayhiandwestarttotalk.(1)

･CanIhavetoast?CanIhavearidetoschooltoday?(1)

･Howwasyoursleep?(1)

･Saynothing.(20)

日本語では ｢いただきます｣という定型のあいさつがあるが､今までもアメ

リカではとくに決まった言い方は無いと言われてきた｡合計42人のうち､じ

つは ｢何も言わない｣という答えが男子と女子を合わせて32人 (76.2%)で

あった｡｢何か言う｣と答えた10人の答えはやはりさまざまであり､女子では

Thanks.など感謝に関するものが3人いたが､あとは食事の内容について述

べたりするだけで､やはりとくに決まった言い方は無いようである｡76.2%が
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｢何も言わない｣ということであったが､おそらく突然に黙って食べ始めるの

ではなくて､決まった言い方がないのでそのような答えが多かったと思われる｡

3.3｢ごちそうさま｣について

アンケートの結果は以下の通りである｡

男子 :

･Thatwasagoodmeal.(1)

･It'sverygood.(Delicious),Trytovomit.(Notdelicious)(1)

･Ihavetogetreadytoschool.(1)

･MayIbeexcusedfromthetable,please?(1)

･Saynothing.(10)

女子:

･Thatwasagood.(1)

･Thatwasagoodfood,andnowmystomachhurts.(1)

･Thanks.(1)

･Ⅰ'mstillhungry.(2)

･Ⅰ'llberightback!(1)

･Haveagoodday.(1)

･comeon,dog.It'stimeforyoutogoout.(1)

･Saynothing.(22)

･Iputmyplateby山esinkandmymomtellsmetobrush

myteeth(1)
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食事のあとの ｢ごちそうさま｣に関しては､｢いただきます｣とほぼ同様に

44人のうち男子と女子を合わせて33人 (75.0%)が ｢何も言わない｣と答え

ている｡食事について ｢おいしかった｣(Thatwasagoodmeal.)などのよ

うに答えているのは､男子2人と女子2人の計4人いるほか､女子では

Thanks.と感謝の言葉を述べるという答えがひとつあった｡あとは､MayI

beexcusedfromthetable,please.(ひとりの男子)など､日常の会話に移

行して食事が終わるようである｡これも ｢いただきます｣と同じように､決ま

った言い方をしなくてもいいので､とくに意識はしていないことがうかがわれ

る｡

3.4｢いってまいります｣について

アンケートの結果は以下の通りである｡

男子 :

･Bye.(3)

･Goodby.(1)

･Goodbye,mom,haveagoodday.(1)

･Goodday!(1)

･Bye,Ⅰ'llseeyouwhenlgethomefromschool.Iloveyou.

(1)

･Haveaniceday!(1)

･Ihavetogetreadyforschool.(1)

･Waitup!(1)

･Saynothing.(3)



女子 :

･Bye.(3)

･Byedad,mom.(1)

･Bye,momanddad.(2)

･Bye,seeya(1)

･Bye,seeyoulater.(1)

･Bye(orSeeyoulater.)(1)

･Bye,momSeeyoulater.(1)

･Bye,Ⅰ'mgoingnow!(1)

･Bye,mom!HaveaGreatDay,Seeyalater!(1)

･Bye,Wishmeluck.Goodlucktoyou,Loveyou.(1)

･Bye,pickmeupatswimpractice.(1)

･Bye,Iloveyou.(2)

･Bye,mom,Iloveyou.(1)

･C'ya.(1)

･Seeyouafterschool,Ⅰloveyou.(1)

･Haveagoodday.(1)

･Ⅰloveyouけllbebackafterscho01日∋ecareful!(1)

･Thanks.(inresponseto"Haveagooddayatschool!")(1)

･Saynothing.(4)

家を離れるときの ｢いってまいります｣については､44人のうち男子と女

子を合わせて37人 (84.1%)が､｢何か言う｣と答えている｡ただし,Byeを

単独でいう場合や Byeを含んだ言い回し (Goodbye.や Bye,Ⅰ'mgoing.な

ど)は､全部で28人 (63.6%)であった｡あとは､Seeyou.や Haveanice

day!､Ⅰ'mgoingnow.などであったり､あるいはこれらをByeと組み合わ
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せたりしている｡日本語の ｢いってまいります｣のような定型はないものの､

ある程度､種類は限られていることがわかる｡なお､mom や dadを付加し

たり､女子のひとりが Bye,Iloveyou.と答えているが,これらは親愛の情

を出していて非常に英語的であろう｡

3.5｢ただいま｣について

アンケートの結果は以下の通りである｡

男子 :

･Hi.(4)

･Hi,Mom.(1)

･Hi,dad.(1)

･Hey,mom!(2)

･Ⅰ'mhome.(1)

･Ⅰ'mhome,mom,howwasyourday?(1)

･Hello,howwasyourday?(1)

･Hello,Mother,howwasyourday?(1)

･Saynothing.(3)

女子 :

･Hi.(4)

･Hi./Hello.(1)

･Hi,mom.(3)

･Hi,dad/mom.(3)

･Hello,mom/dad.(Goodafternoon.)(1)

･Hi!Howwasyourday?(1)
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･Ⅰ'mhome!(2)

･Hi,Ⅰ'mhome!(3)

･Hiけmhome.Howareyou?(1)

･Hi,howwasyourdayatwork?(1)

･Hey,whatdidyoudoatwork?(1)

･Hi,mom.howwasyourday?What'snew?(1)

･Hi,whathappenedatwork?Whatdidyoudo?(1)

･Hi,mom.Howwasyourday?(1)

･Hi!Don'task,Ihave/don'thavehomework(1)

･∫tellmymomhowmuchhomeworkIhave,andhowmy

daywent(1)

･Nooneisoneishomeatmyhouse,Ⅰ'm,usuallyjustcall

mymomatherwork(1)

･Saynothing.(3)

帰宅したときの ｢ただいま｣であるが､合計42人のうち､男子と女子を合

わせて39人 (92.9%)が､｢何か言う｣と答えている｡Hiを単独で用いたり､

親族呼称のmomや Ⅰ'mhome.などを付け加えることが多いようである｡子

供のほうから親にHowwasyourday?と尋ねる男子や女子もいて,日本と

は異なるようだ｡男子と女子を合わせて33人 (78.6%)が Hiや Hey,Hello

やこれらで始まるあいさつをしていることがわかる｡とくに Hiは非常に多く

使われていることがわかる｡英語では親も子供も互いに同じような言葉を使っ

ていい文化だと考えられる｡
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3.6｢お店にはいるとき何かいうかどうか｣について

アンケートの結果は以下の通りである｡

男子 :

･Hi.(1)

･Hello.(2)

･Hey.(1)

･Hi,howareyoudoing?.(1)

･Hello,howareyou?(1)

･No,Ⅰ'mjustlooking.(1)

･Saynothing.(4)

･Usuallyno.Whenrminaverygoodmood,Isay"Hi!"(1)

･Notunlesstheysay"Hello"tome.(1)

女子:

･Hi!(7)

･Hello.(4)

･HelloorHi(2)

･HitYesJwaslookingfora .(1)

･Hi,no,that'sokay.(1)

･Saynothing.(12)

･Hi.(Iftheytalktome.)(1)

･Hi,Hey,Hello.(Iftheysay h̀i'first)(1)

･Ionlysay h̀i'iftheysay h̀i'tome.(1)

･Fine.Howareyou?(1)
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今まではすべて肉親に対してのあいさつであったが､外出していて店に入る

ときのあいさつについてである｡コンビニエンス ･ストアなどを想定している

が､日本ではお客は黙ってお店に入るのが普通であるが､アンケートの結果で

は､男子と女子を合わせて44名のうち､ちょうど半数の22名 (50.0%)が言

葉をかけながらお店に入ると答えている｡男子は13名中7名､女子は31名中

15名なので､どちらの割合もほぼ同じである｡｢何も言わない｣と答えた女子

の中で相手 (店員)があいさつをすれば､Hiなどと応じるという子が4人

(Fine.How areyou?と答えた子を含めて)いる｡ここからわかるのは､ア

メリカでは店員から声掛けすることも多く､実際に筆者の経験からもそうであ

り､アメリカではコンビニエンス･ストアやスーパーのレジでも気軽にあいさ

つをしている光景がよく見受けられる｡

3.7｢お店から出るときに何かいうかどうか｣について

アンケートの結果は以下の通りである｡

男子 :

･Bye.(4)

･Yeah,you.too.(1)

･Thanks,you.too.(1)

･Saynothing.(6)

女子 :

･Bye.(5)

･Bye,thankyou.(1)

･Bye,thanksforyourhelp.(1)

･G∝dbye.I'llseeyouagain.(1)
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･Thanks.(1)

･Thankyou.(1)

･Thankyou,you,too.(1)

･Thankyouforyourhelp.(1)

･IfIbuysomething,Isay,"Thankyou."(1)

･Haveaniceday.(1)

･You,too.(2)

･Youarewelcome.(1)

･Saynothing.(14)

今度はお店から出るときはどうするかということであるが､合計数43名の

うち男子と女子を合わせて23名 (53.5%)が､何らかのあいさつをしている｡

前項のお店に入るときはちょうど50%があいさつをしていたが,やはり出る

ときも半数以上はあいさつをしていることになる｡ただ､今回は店を出るとき

に自分から進んであいさつをするか､店員のあいさつに呼応して応えているの

かはやや不明確であった｡実際､英米では店員も積極的にあいさつをすること

は知られているので､答えの中には You,too.などというものもみられたが､

これはお客が店を出るときに,店員が Haveaniceday.などと言ったものに

呼応したものである｡何を言うかであるが､Byeに関連したものと Thank

youに関連したものがある｡Thankyouに関連したものは Haveanice

day.などに対して言っているものと､Thanksforyourhelp.などのように､

Haveaniceday.などに対応はしているであろうが､helpに対してお礼を述

べているものがある｡このように英米ではお客も Thankyou.ということが

多々あり､原則的には売り手とお客は対等と考えられているようだ｡
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4.まとめ

よく言われているように､アメリカでは､｢おはよう｣や ｢いただきます｣

など､あいさつの決まり文句は少なかった｡決まり文句は便利であるが､儀礼

的な側面があるので､親しみを出すことが文化的な装い方として大切なアメリ

カでは､食事や外出時の決まり文句は発達しなかったようだ｡その代わりにそ

の場に応じた言集がさまざまに用いられる｡あいさつの端々に名前や Mrなど

のタイトルが付けられるのも親しみを表す方策なのであろう｡その根底にある

のは､相手を重んじるためには､自己と他者が ｢対等｣であろうと考える基本

概念である｡相手と ｢対等｣ならば､｢親しみ｣を表すことが大切になり､そ

の親しみを表すためには ｢名前やタイトル｣を使用したり､決まり文句を回避

することが大切になってきたと思われる｡もちろん､日本でも相手を重んじる

のはコミュニケーションの根底にあるが､そのためには ｢対等｣よりは､相手

を上に置くほうがいいと考えた｡その結果､儀礼に則った決まり文句や敬語が

発達したわけである｡日本もアメリカも相手を重んじたいという心は同じでも､

その表し方が異なるということである｡アメリカの日常のあいさつ言葉はその

ような側面を垣間見させてくれる｡
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